
徳島県看護協会【感染予防対策マニュアル】 

©徳島県看護協会 

CVポートの管理 

1.手指衛生を行う。 

・石鹸と流水または 

アルコール製剤を用

いて手指衛生を行う。 

2.トレイに必要物品を準備する。 

・トレイを準備する。 

 

・アルコール等で 

清拭を行い、必要 

物品を準備する。 

 

・ポート針は穿刺前 

に内腔を完全に 

満たしておく。 

3.手指衛生後、手袋を着用する。 

・石鹸と流水または 

アルコール製剤 

を用いて手指衛  

生を行う。 

・清潔な未滅菌手袋 

を着用する。 

・ポートの位置と 

穿刺部位を確認、 

ポート挿入部の 

状態を観察する。 

4.皮膚消毒後、ポート針を穿刺する。 

・イソジン液または消毒用アルコール綿で皮 

膚を十分に消毒する。 

 

・ポートを固定し、直角 

にポート針を穿刺 

する。 

5.ポート針を固定する。 

・体動によりポート針が  

浮き上がる可能性があ  

るため、しっかりと固 

定する。 

 

・ポート針の翼の部分を  

絆創膏で固定しその上  

から伸縮性のない 

ドレッシング材（透明） 

で固定する。 

6.抜針後、後片付けを行う。 

・清潔な未滅菌手袋を着用し、 

速やかにポート針を抜去する。 

 

・抜去後は、絆創膏を貼り、 

出血などがなければ特別な保護は不要。 

 

・後片付けを 

行う。 

 


